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堂
㌃
養
羅
?
"
奪

京
大宇
治
分
校
では
、
い
ま大
醒
嚢
、

特
馨

の廻
造
が
行
われ
て
い
る
。生

物
、物
理
、
化学
歎
蜜
(いず
れ
嬌
階段

蟹
室
)地
馳
墾
、
大
讃議
輿

図磯
.

ツ
一ッン室
の
六榛
て
い
ず
れも
奮

噌躇

灘
再

、

奉機大U希新

潤、
完
威
は三
月
聚
日の
予
是
であ
る
.

こ
Ω弦
藝

で
「部
字
潰
分
校些
の
間

に、
獄
養
瀕秘
の
7
ゲ年
を
自菰
嶋分
校
で

送
つね
は
な
つぬ
の
では
な
いか
、
と
い

韓

か
流れ
た
か
、木
村
副主
鄭は
、

一
く
ん
な
こ
ど
は
絶
罵
に
な

い
、
・畠
鰍
つ
て

い
る
。

新
制
穴摯
発
足
して
以
琴
醐
三
年を
静
た
が、
新
制
京
大で
は
掌生
は

縦
題
マ歎
図
憾
撰罰
制
と
融臼
の
擢
弼で
進
営し
て
来
た
。だ
が
一般
弦

頚
コース
と
懸
門
コー
ヌ
と
の関
愚
隔歎
蕎
6弔
灘
■
遅
窟面
で
迄
えず

禰
雑
な悶
圏
を
起
し、虚
藝

員
も前
潔
錨
以
来
の懸
素
こし
て
解淡
に

努
力
して
い
弩

そし
て
昨
年十
;
月初
旬
よ
り、
い
よ
'～
こ
の
間謄

に着
手
し
、各
羨

分
校
から
選
は
れ
た各
一名3
＼の
歎授
よ
り
な

る
「烹
大制
匿
研
究
蜀鴎
会
」
費作
り
、検
附を
始
めた
。
本
隼に
入
り

工掌
部
よ
り
〃
}〈掌
五
ヵ年
制
窺"
が
憂
案
され
て
身来
、
こ
の改
草
間

騒は
一毅
鞍魎
漢
纏
、穴
晒驕

匿
に
鵬
遷
して
漿大
た
け
に
止ま
ら
ず

全国
め
新
制
大制
階蘭
■
と
し
て
交部
省
婆
・波
及
し
つ
つあ
る●

新
制
京
大
を
五
年
制
に

工
学
部
、
制
度
研
究
委
員
会
に
提
案

工
掌
部で
は
昨
塔表
獄
捜
韮
開
き
「旧

制
大
で
は奪
門麩
躍に
三
年閲
を
か
けて

き
た
が
、新
制
大学
は
四
年
の中
、
獄獅

課
程
に
二隼
、
辱門
は
二
輿
蓬
覆
され

'輿
質
嚢

爵め
慨
下
を
来
た
し
て
い

兎

少
くと
も
従来
の
よ
う
に三
年
に延

長
夷
き
だ
」
との
結
諭
に逡
し
、
各摺

帝
大
エ蛍
部
に
こ
の麗
岡
を
計り
禦
大、

菓
北
大
、艦
天
の
同滋
を
え、
こ
の
ほ
ど

甕

し袴

工惣
部
とし
て
は
で3
る
な
らぼ
華
歩

}

輔
響
翼
蓋
難
鯉
攣
糠

分
校
閤
魍
解
決
は
多
難

京
穴
の
一般
教褻
コー
ス
(分
綾
)間
題

は
分校
並
河
王嚇
、
田
絢敦
授
等で
作
ら

れ
だ
}般
獄
飼小
委
で
酎激
さ
れ、
次
㊨

制
匿研
究
蚕
に提
出
さ
れ
ゐこ
芝
にな
っ

た
一飛
問
題
とな
るの
は
.「学
塗
の縦
罰

分
嚢
営
④
橿
墾

聞
■
で
、
親在
ま

顎
を
そ
ろえ
て
、
五年
制
を
器
旙ず
る
こ
で
の分
檀
豊
翼
凋の
滋
面で
あ
⇔
(
一)

一

と
を
通
望
して
い
鍵

藝

部
で

討
謹
さ
れよ
う
。
理
想的
六
の
は
號般

教
獲
の
コ
ース
か
木
掌課
程
の
甲
て全

面
的
駈
行わ
れ
る
よう
に
な
る
こと
で

は
な
い
か」

大
裳

瞬
は
僧怠
蔀

別

京
大Uでは
大
噂綻既を
各塑
丁部
衛
に
副
け、

修
士
コー
ス
「年
以
上
、博
士
コー
ス才

環以
上
と
し
、修
士
コース
一年
間は
誕

瀬
と
単位
を
必裏
と
す
る案
を
た
く
、
い

る
●
一方
霊
馴会
灘
では
禽

峯

へ、

鵠
を
た
て

、
い
る
。

理
学
劇
長
谷
教
授
験

「
粟
大
の
は
瑚
想

嘆

冥
除
で
は
峨
穴
の
よ
う
に
な
つ
て

し
凍
ヌ.だ
ろ
6

「五
犀
制
」
素
は
、
噂

の

に

　
年
延
長
し
Ψ」・つ
よ
く
塚
る
九
ス
う

分
校螺
宮
を
学
部に
配
属
して
完
塗
な縦

ぽζ
の
あ
に難
問
を
いだ
電
.繋
懸
を
見
割
制
にず
る
か
(ご)
学
幌
を妙蔀
別
に

難

邸

飢駝
難

雛
華

麓しようと莫
糞

殴
蕊
省に

も働
8
か
けて
い
る
●Q
藪

響
嘉
が

よ
鼠し
て
、交
震
謝
塩
謡
して
か
ら

交
部馨
と
して
舞

革
に乗
気

に
な噴
-近
ー、中
畏弦
南
蜜
嬰
買
仮
称
)

を
作
って
換
討を
趣
め
るも
よ
う
で
あ

る
。

配
ー

、
獄
霞
掌
生

と
も
に黛
檀
と
して
控
立
さぜ
るか
の
乙

点
で
、
ζれ
が
決
竃し
た
ら
麺

騨
映
さ
れ
ると
見
られ
て
い
為
。

分
較
臓
撰婆
曜聖
讐
麟

「分
檀
閤巴
は
一番
蝉颪
で、
敦
窟
の
身

分
圏
顯な
ど
が
つ
窟ま
と
つて
い
る
が

一応
それ
ら
は
伏せ
ら
れ
、編
噂潅
耐

垂

す
る
の
甦

つ
て

ー

顧して

来
て
おり
、
駅
大で
も
新
制
;両
生
に
つ

い
て
編葦
し
て
いあ
が
、
志薗
薮
が
購外

少
な
い齢
餌
で
、犬
掌
院
も大
凝
艇
塚
も

の
と
はな
ら
ぬ
尋
論
。

し
か
し
工監劃
の
「竃
隼制
」
議
に
籍ん

で
、
大学
鴎
Q
膠士
コー
スの
函
嘘
換翼霧

と
い並
兇
広だ
け
で、
冥
際
的
に現
伍

制匿
が
ど
んな
結
駅
を生
ん
で
い
Oか

デ
ー衣
1
が
な
いの
κ
から
、
ず
ぐに

賛
」ぐ
8
な
い。
踊
位襖
輝
は
てのあ

と
の間
願
た
ろ
へ」

團
規
法
に
反
対

8

匹
口

6
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富23
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璽

ム
ー
年
わ
ら
河
上
賞
を

1河 上 祭

期
日

、
名
称
、
時
間
で
く

い
ち
が
う

哉
㌍
薄
圭
の嚇
六
回
窟

河
よ
蟹
い
よく

近
つ

い
て
きた
が
、蹴
備
会
の

方
で
三十
日
午優
蝸時
よ

り
諜

購
藪
寒で

と
い
う
憂
求
が
、

「.十

一

日
鍾

会
畿
」間
思
に

一日
に延
し
て
い
」と
の
方針
を
甕

穰

罐

蔀
員
も
「三
時似
後
し
か歎

竪
を
かさ
な
い
と
いう
禰
導会
嶺
の隣
是

は
掌
生
大
会
を
予
想
しで
なさ
れ
た
も

の
」
と
して
あ
つせ
ん
に
のり
だ
し
て
い

確
定
し
たス
ケ
ジ
ュー
ル
によ
る
と
三十

一日
法
錆

}教
室
午
優
.時
よ
り
認演

会
、磁
醐
は
夫
川℃
富
川¶
畏
谷
部、
犬

田
、
名
和、
布
施
の各
氏
で
映画
は
「十

九
日
西
節
講
堂
で
「癒な
れ
ば女
なれ

ば
」
が
上映
さ
れ
る◎

な
お
同
忘社
は
三
十日
、
立
命餌
は
「
十

八
日
醐
演禽
の
予
定で
あ
る
が、
京
大
て

は
民
科
経嬉旧部
会
が↓エに
な
つて
本
年
か

ら
「呵
よ
貫」
を
創叢
、
諭
文
の暮
編
を

行
み
翫
固
がた
て
られ
て
い
る
。

嗣盈
醐
坐
.十
責
渥
耀
●
癩
強を
開

冒還

的
協灘
を
行
い破
尉
も
さ
冒に
μ

瓢
医
星を
みた
掌
瑚
禽闘
闘
係
予算
九
千

八
亘
蓬

部
加
会緬
袋
唆
研
究

テ
』
ーマ
、資
料
題
に
つき
近
く検
討
、決

羅
を
見
るは
こ
び
とな
つ
た
。

圏
瞭
会繭
甲士婁
な
もの
、開
鑑

お
よ

び
開
簡
月
はつ
ぎ
の
ζお
り
.

国
際地
理掌
会
(ワ
シ
ント
ン
・八月
)

剛
■墜穴
交掌
戯
(ロ
ー
マ
●九
月
)爾
際

億皿解
学
臼(可
ルゲ
ー
ト、
四
月
)国
厳

{
人
類
篇

麺

ウ
f
i
ン
●匹
月)

国
際
経
済
会
韻
(ケン
プ
リ
ヴヂ
大

掌
。九
月
)

　

ガ

ガ

ケ

が

げ

ザ

げ

げ

杖
で

一
刀
両
断
に
す
る

羅

人
権
擁
護
運
動
に
た
つ

民
矛
義々
料掌
蕩
嬰
で
は
団
規法
譜
k

つ
いて
、
こ
れを
「冶安
維
蒙
以
ナ
の

も
の
』と
し
て、
基
塞
的八
握
湯謹
を
張

彊、
昨
年
十
}月
十
四目
、
薗
会
に臨
由

罠
弔
左
君
琶禽
、
共産
、
労
農、
各
覧

π
呼び
か
け、
圓
馨

運
動
を
起k

向
じく
∴+
四目
に
は
左鮒
の
要
贈
備を

蔑

葎
厭
馨

労
組
に送
つ
た
。

要
制
欝
(裏
巳

国院
の単
和
へり
黙
蟹を
よ
せ
r、
予

傭
隊は
距
規
の蹴
隊
た
るべ
く
改編
、

鍾義
彌
さ
れ、
治
鰹
省も
齪
朔
さ
れよ

う
一じ
て
い
る。
し
かも
皆
田
内酬
は

職
争で
惣
膠な
源
遜
にお
こし
いれら

れた
国
艮
姦
牲
に
し
て、
そ
れ
に反

匹
15一胃一一一 一し暫一"一 一　

 

対
ず
る轡
を
取
締
ろう
と
し
で団
倭
韓

規
正法
の制
定
を
噸行
し
で
い
る。
郵

が々
ζ
こで
一体
亡な
n㍉
こ
の窟
企

を
諸
せ
つさ
せ
な
い
か冒
り
、明
U
は

も
ろ
N
肥箏
の
削汚
剛てあ
る
o岡
法
浦

國
会
掘
出
を前
に
各
団体
の
雷
川
に農

鯖
し
、
平
和と
自
由
のた
め
に
起
つ"

を断
え
兎

なり
『
瓠
}赦
室
は三
時
以前
は
備
せ

な
い
「、名
称
を
「大金
の
自沿
ζ平
和

の
ため
の洵
上
祭
」
から
滴
悼
綱演
金
に

三、
螢
罐
団体
の
名
を融
除
せ
よと
い
う

慧見
が
で
、「自
粛
剛
だ
か
ら」
と
い
う

大
掌と
掌
牛
の間
に
、く
い
ち
がい
が
お

き
て
いる
。

麗済
同
好
会
で塗

の関
係
な
ら三
十

宇
治
で
も
河
上
祭

掌
治分
捜
ぐ
も河
よ
祭
が計
面
さ
れ
臼心

会
で
は末
川
博
比の
購
演、
映
四
〔ど
つ

と
い生
き
て
いる)
の
上薦
を
予
是し
そ

い
る
。ず
で
に
来川
氏
には
侠
藷
を3
し

二
十
九臼
ら決
窺、
映
膨は
宇
沿
市昭
和

饒
劇
菱
渉
叩
。

「大
和
党
」
か
b
珍
客

で
ど
菰つ
で
い
る蝦
服を
き
こ
んだ
老
人

一人
、
そ
れを
じ
つ
と
それ
を
晃
て
いる

飛
行服
の
無
配の
男
一人が
あ
った幽
ソ

選
の手
先
き
、
同掌
食
の奴
韓
出て
こ
い

'
この
紺
で
一刀
面
断
にし
て
や
る
。桜

が
なく
と
1曳
膜
な
義

扇で
一徽
しよ

ほ

副
司
d
司
ヨ

O投
尚
暢
竈

峯瓢
r
つ
い
ての

批判
一P
へ
荘
所
職
藁
底
名
明
記

〃説噛
の
こ
議
"
まで
。

」

道
租

神
の
廃

止

は
う

し
ろ

向
き

ト
四
目行
の
$園
獅
聞
ば
ての
評
瞬
⊆

「遭
栂
神」
の
溌
止㌃
宜
琶し
て
い
る
。

私
畝こ
の配
恥
虻読
ん
e
少な
か
ら
ず醜

愕
し
」。
寧園
新
聞に
た
いず
る
昨
年
来

の
小晒
はこ
」に
いた
つ
て増
発
せ
一
る

を
ーな
い。こ
②
}投
薔
在
も
つて
鞘
出

者
く
餌
え
る次
第
ごあ
る
。

騨
諭
で
、
そ
の
瀦
止
の
麹

由
と

し
て

〃
私
遠
の
H
鵠
り
ず
み
ず

り
に
ま
ぐ
政

治
が
大
き
'
、働
さ
炉
げ
で
ぐ

る
ゆ
日
、

も
は
や
傍
観
雨
の
立
場

が
っ
の
瓢
刺
は

瑚
鰯

担
目
ン
の
口
慰

・し
6
舷
い
"
と

い
ら
。

て
つ
ぐ
a
な
い
。

'
り
編
r
(
函

達
臼
勝
の
口
楓

・し
μ
な
/
、
幽
砿
、埋
由

が
、
今
こ
の
投

幽
乞
か
、
し

の
'
、
る
り

た
。
次
に
あ
る
〃
9
の
と
、
傭
勢
分
悔
」

誠
興
な
轟

眼

を
舅
辺
り
ご

・あ
り
ふ
れ

た
親
象
に
も
徹
底
的
て
駆
便
し
で
,そ
の
社

凸
醐
臥
嵐
孤
を
副
誉
の
眼
前
に

り
ひ
ろ

げ
魑∂努
力
か
な
さ
れ
で
ζ
そ
私
κ
ち
の
新

聞
に
真
に
調
春
の
も
の
と
∫
る
}
つ
の
モ

メ
ン
p
に
な
る
」
あ
ろ
湾
〃
〆」
い
6
霞
菓

に
は
異
議

一
舐
い
。
し
か
し
そ
れ
は
絶
溝

第
.ご
召
的
立
場
r」お
い
て
な
さ
れ
㎎
ほ
な

川
五

二

年

度

の

㎜

㎜
国
際

挙
術

会
議

㎜

五
年
度
の蘭国際
掌
怖凹会
謝西
ス
ケ
ジ

晶ー
ル
が
こ
の程
決
窟
され
、
日
本
学

ら
ぬ
と
いう
蔭
だ.
いや
そ
うで
な
け
れ

ぱ
〃す
ると
い欄勢
分
析
や
舗
実
な
批
評

眼
"
は
あり
6
る笛
が
な
い
のた
。

ζ
」
rお
い
て
こそ
跳
脅
に
ての
記
恥
一

か
っ何
か
を汲
りと
っず
の
で
あ
る
。
ぐ

う
い
ら
ム　
　を
ガ
のは
ゆ
し
でお
かむ
は

誕
蒜
簿
躍
麗
㌔
壁

側灘
瀦
羅
い選

が
か
い
て
いら
れ
たか
を
知
bな
い
が

あの
コ
ラ
ムに
は
ヒ
ュー
マ
ニ
アィ
ー

も
蚕
つ
て
おり
、
髪
團
耕聞
甲
の鋤
色

的記
』
と
して
私
は、
も
つ
と
も
凝読

して
来
た
一人
で
あ
る
。輿
に
巧
な文

宰鮒
ひ
ゆを
駆
便
し
て
の世
相
批
判は

一
年

杓
百
二
十
名

(勇
女
)

献顧
験■1
期曼
日付

=謬=:

早 月一 五
へ

十 日
=1匠
へ

十 で

目

 

京

都
藥

科
大
学

入掌
業
肉
曜
価は

十円
及
ひ切
モ
貼
吋
凄
用
封闇
要
ず

　 東
電 錦

凶蒔市

吉 東

田u」

_区!、

0口
..料

番 御口 陵

 

兇
亀
で
あ
つ
た
◎

虜
観
苞
の
立
囑

,
の
劃
物

}
わ
れ

る
か
、
鼠
刺
ず

る
当
人
沸
U
d
⊃
旗
無
」

ゼ
ン
明
に
掲
け
た
の
で
は
嵐
刺

.ω

ノ

羅
に
な

つ
て
し
翫
う
。
讃
刺
と
は
自
己
包

驚

ー
ー

㌧煽
階
レ
で
¥

凄
り
た

、艦粥
㌔
歯
剛晒

位
騨

ち

ず
て
こ
そ
真
に
面
ビ

、の
ぐ

滝

.
、
抗

向
β
そ
れ
ぞ
れ

ご
こ
一〃
鼓

ド'

」
る

ら

が
あ
譲

急

の
て

(
Y
°
N

生
虫
都

巾
左
泉
匿
浄
コ
》
南
田
町
禦
黛
)

講
鎌諜
継

補
導
の
重
心
を
各
学
部
へ

票
大
に

少
凌旧
蘭
だが
昨
年
ま
あ
る日
の
午下
り

元
同掌
個爺
あ
遺
を
絃
の杖
を
♂り大
責

文

友甕

肇

衷羅

大

儒
垂

藷
会
を
つく
り
+
九

日
ま
で
にず
で
に
塁回
の
う
ち

京

あ
わ
せ
を行
い
、蕩
蔀
独
目

翼

題
絹
鐸
査緩
し
よ

うと
し
て
いる
.

寒
剛釣
は補
導
蓋
園
原
、藁
沢
、入
山
、

教
授
、
学
生
、、しも
に
機
構
改
革
を
検
討

癸
藝
塾

養
艇
墜
大
譲
妾

藷
曇
曇

の崔

小菊
田
、赤
松
名
弦
助敦
幻晒鬼
掌
麦
会

委
澱六
名
とーで観剛威さ
れコて
い
る
が、
現

一在
まで
に
され
た
こ
とは
「補
導ノ
低
学

生
り生
凄
自
溶
に密
接
に
結
ひ
つい
花

一も
ので
あ
る
べき
で
ある
」
と
なず
破
よ

を
雲

人、
癸
詣
穿
案

悪

霧

酌
で
あ
り
奪

窯

壱

大
和覧
りY
氏
とそ
の
相
樺。
麹

霊分
　

演
脱し
て
帰
った
。
隔
り
きわ
に
配
薇
二

】間
、
「そ
の㎞
酸
箋
の
制
服
で
?」
一　

「うん
そ
う
じ
ゃ」
「そ
の杖
は何
ず
る
一

ん
です
か
」
「いま
わ
し
は
これ
で
一人
一

で
三
人を
や
っけ
る糠
韻
をし
と
る
んし

ゃ
・…
」
(写
翼
記
者
と鹸
る
Y
民
)

竃

へ」
の鉾

の
も
ζ炉39(」
に出
↑¢

わて
いる
掌生
踊
や
、攣
長
翼
を輩
考
に

威
文化
し
、ク
尋
ス
討謡
に
r
けて
遍
瀞

案
をだ
ず
こ
Gに
教
援会
C
ら
決定
さ
れ

た
。

な
ゐこ
れ
忌
凹時
に
掌
友会
、
同撃
会
の

組
繊
、会
則
も鵜
上
に
あげ
ら
れ
、堂
生

.制
な
とに
っ
、て
も
い
ろん
な
嫡
かで
て

い
る
が、
禰導
婆鱒
側
も
「今
コ
でけ
掌

生
人会
び
部
の人
に
よ
つご
β
冒
りれ

で
い
る
い
5
ムう
な
ご
'」び
nわ
れて

き
た
か、
学
校
側
もて
き
るた
け
掌臨
天

会
に
多数
の
党触
か
謬
加
ぜぬ
よつ窄
力

し
で
さλ
」
な
と教
至
や時
聞
の
制眼
の

非
民
⊥
ト脚
の
一、
「大
学
蕩禰
導
会趨
た

け
雫」な
'
皐
隷
r"垂

澱
会
を招

一輿
し
毫

げ
革
病
な
ず
.、9
で
あ
る
」

毒

・し
.㍉

る
。

一
学
妬
も
参
加
.cぜ
よ

新
臼
宕
委再
び
当属
側
に
箱望

庶
大
吉
田分
校
畠
心萎
鍾
会
ては

墜

十六
R「、
幽¶
周国丞椿顕
会
盗
開

き
、
掌
曇
篶隔蕨

繋

食
纏

鯖
を
じ齪
し
て
陰
しい
あ
希
蟹
を
快窟

し
π
。

ま
九
理
佳問
魎

な̀
、r
いる
禰
導
榎構

ー

改箪
に
対
して
へ
禰鎚

禰
導幾
議
を

儀γk
甲
嬰N
各
掌
部委
傾
の
湿
出を
民

主的
に
行
い、
馳
生
ζ
の震

駅皆

侮り
、
全
掌
的
に改
革
を選
め
る
ぺき
＼

あ
り、
孕
生
活々
回
よ
のた
め
に
厚隼
、

額萱
「
バ
イ
ト侶熱
貧
会
を
強
化
ず
べ3

た
漉
掴
一敏
懸
弼陳
し
た
o

璽
査

璽
▲た

竃m
、覆

崖

京
六
澗
上祭
に
横
谷部
交
畿
、宮
川
冥
両

氏
の
垂

か快
飽
した
の
で
、泉
大
戻糾

ロ

・経
塞

生
部
会及
び
社
観で
は
、
}

十
九
日
から
r月
二
日塞
で
両氏
を
崖
い

て叢

舳馨

を艇
ず
こ
と
に映
足纏

蓼

の
ぞ
窒

る
。

告
が
あり
、
與
嗣組
臓
、
補響
恨構
か

問
魁
にな
つ
た
時た
け
に
大
き
な波
紋

を
呼
んた
。
亀
井
工堂蔀
長
蔑
自
治

会
代
衰
窃と
面西
す
る
の
遜
けで
「
現

在
ま
で
この
問
圏
は未
解
決
とな
って

いた
も
⑳で
あ
る
。

公 安 条 令

既
に
法
定
数
突
破

r
決
謡
9
る
ね

」、

託
動
〉魏
紳
げ
で

、
る
。
署
名
数

β
地
力
目

}塞

麺

さ
れ
ヘ
ハ
響
の
辛

分

の

「
の
一
万

.
÷
は
ず
ご
ピ
突
破
し
て
い

30
万
目

標

に
撤
廃

署
名

つ

昨
年
一杢
ーら
計圃
こ
れ
て
い九

公
寮条
働
溌
吐要
家
の
暑名
遷

動
舐
、本
格
的
鋤荘
に
の
り、

区
腱
、
を
騨
空

臨
膳
な
ら

は
、
絹
爵箇
か
葎

笹
へ

な
.て箋

吻
せや
ろ
う、

　
月
四
日
め
ざ
し
て

、・

く

りさニ
ロさ
ニロぎ
ぎヨ
マコま
　まコお
コロコ

学

園

評

論

愈
一二;3
;;
3零2
呂=
=3;
,一=
=

と
碍
と
り
採
色
を
あ
し
・り
い
、
そ
れ
で
あ

ん
を
包
ル
だ
飾
菓
チ
」

「白
と
旦

ビ
の
.

鵜
ぴ
あ

、
て
、
恥
、
方
が
残
か
.
㍗
。
〃
辞

苑
"
に
は
一

」藁

」
掌
に
ら
そ
つ
け
い
が

傑
か
っ
㌃

そ
れ
ほ

ζ
好
き
た

っ
九
ま
ん
し
b
,
も

戦
時
中
は
ハ
.ー
ろ
く
く
え
ず
、
配
商
の
ミ

ソ
と
り
に
買
物
か
ご
禽
け

て
行
列
に
加
わ

2
κ洞
上
さ
ん
。
洞
上
さ
ん
か
逝

いて
か

・「.六
年

r
鳳
O
。

(
=
)

(
年
も
ま
ム
京
大

し
は

「
河
上
款
ん
じ

齢

汽
」
が
牝
り
た
さ
れ
、
賂
大
な
洞
」
票

ひ

ひ
ら
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

〆
し
で
!
れ
は
、
河
士
さ
ん
哲
知

っく

n
う
入
も
、
知
う
74
い
人
も
、
皆
が
河
⊥

3
・
の
死
済
h
た
み
、
洵
∫
ざ
ん
が
生
涯

為
'
り
r
1
で
讐
た
こ
"
を
り
け
、
こ
ら

r嘱

n
「祭
」
な
の
で
あ
る
。

洵
上
雀

却は
ど
う
し
て
こ

〉な
に
、
親

し
ま
れ
、
愛
遷
れ
、
尊
激
さ
れ
る
の
で
あ

"薗
新
聞

-一十
五
隼

ろ
う
か
。

「河
よ
籾
神
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
で

き
た
。
そ
の

「精
神
」
は

体
、
な
に
な

の
か
。
そ
の

「鯖
挿
」
が
曹
を
、
ー

マ

ル
ク
ス
経
濱
学
び
分
ら
ぬ
人
で
も
、
共
醒

覧

か
婦

、噛な
ん
で
も
ー

ふ

っ
と
親
し
み

を
慌
え
さ
せ
、
な
に
か
、
隼
醤
て
い
く

一

つ
の
め
ど

ηた
い
な
も
の
を
感
し
さ
せ
る

の
実
あ
(
、う
か
o

(
三
)

人
簡
、
河
上
劉
ん
は
僧
分
で
も

今
、螢

い
で
い
る
よ
《
に

「
拓前
に
ス
ロ
」
モ
ー

な
、
だ
ま
雷
れ

や
ず
h
、
甲40ひ

G
よ
し

な
」
と

」
う
が
あ
つ
L
。
奥
さ
ん
の
埆
き

ん
の
為
も

い
で
に
は

「
お
金

唱
よ
ろ
喚
せ

ら
れ
ず
、
映
顕
や
寄
席
に
で
も

し
よ
に

行
ー
、と
〃
今
の
人
物
は
醜
の
や
っ
と
同
じ

か
"
と
か
〃
あ
れ
は
ど
う
な

っ
た
"
と
人

が
笑
〔
の
を

み
て
か
ら
笑
い
考
ゲ
」
(学

、月

三
十
日

号
)

ζ

い

った
子
供
み
た
い
な
無
邪
気
さ
か
あ
っ

た
。し

か
し

て
れ
が
岡
血
さ
ん
が
愛
さ
れ
ゐ

一
因
で
は
あ
つ
て
も
決
し
て
す
ぺ
で
で
は

な
い
。

自
綾
伝
更
田
口
醐
校
時
代

の
お
も
い
で

が
あ
る
。

「
鱒
分
は
い
つ
も
繋
り

、、ソ
搾

を
く
い
そ
ア」
ね
た
」

「ハ艮
堂
へ
で
か
け
る

と
い
つ
も
汁
桶
は
空
だ
つ
κ
」

」
い
う
の

で
あ
る
。
そ
の
⊂
ろ
の
億
纏

協
蝦
は
ず
い

ぶ

々
よ
か
.
た
に
ぜ
よ
、
ノ
ロ
く

し
て

い
た
の
で
は
他
人
が
ー
.
2
」
し
ま
つ
た
の

で
あ
ろ
う
。
が
が
測
⊥
さ

蟹

い
【

「
自

分
は

「、ソ
汁
は
く
h
は
ぐ
れ
r
n

、」か
、

〃
翼
圃
"
と

い
(
も
の
牧
い
-
、

お
'
ー
、

い
.
て
も
ち
ゃ
ん

し
あ
,
"㌔

測
は
㌔
間

を
嫡
畢

る
に
し
て
も
、
な
に
㌦
ず
う
に

し
で

も
、
他
人
が

〃
こ
の
"
は
σ
霞
5
吏

り
だ
か
参
た
凸
た
よ
"
'
報
マ

て

れ
て

も
かな
ら
ず
その
道
を
「ぺ
ん
行
って
確

め
てみ
筍
。行
き
つ
凍り
た
G團分
で
分

った∴ぎ
はじ
め
て
、
ひ8
か
呪ず
。
:

汐
んな
で
ま
を
瀞け
て
も
"翼
理
"は
ち

o
'と
損
わ
れず
に
あ
る◎
ミ
ン汁
で
は

な
い」
-㌔

(四)

河↓
さ
酬か
慶
さ
れ
、尊
敵
β
れ
るの

は
、
この
妙7問に
対
ず
る熟
心
さ
'瞥器
則

さ
、
子1
ぞ
それ
に
よ
つて
自
分め
え
た

も
の
塗
「正
し
い」
と
思ろ
方
岡
に興
踏

し
、箕
辱

る、
勇
気
と翻
恵
を
も
つて

ゆ

h
た
か
ら
づ
あ
ろ
う
。
そ
し
て
7
れ
を
さ

ぜ

O
も
の
は
鵠
天
な
彼
の
罠
衆
蕊
ぐ
あ
つ

ナ
。へ,

、
わ
れ
く

は
}40

も
、
滑
し
t
い
。

ノ、
此
'

昭
和
r
オ
け
マ
の
幣
蘭

印
教
化

γ
弼
」
、
-創
か
L̀
つ
起
愈
度
、
。
早
大
恥

静
、
小
幡
高
商
機
桝
・"
頓
大
の
社
呪
.、
、

'し
て

'-の
拮
專
教
投
,
属

づ
に
』
↓
さ

んな
、嘆
問の
自
由が
ノ
ァ
シズ
ム
の
軍

靴
に
費
や
ハさ
れ
る
こと
に
激し
い憤
り

と苗肌譜
盗
掌内
外
へ滋
つ
つ
げた
O

そ
し
て昭
和
7
年
に京
天
を過
わ
れ
る

'ぎ
河
⊥
ざ
〃は
コ一つ
のユ潤由
は
不
当

で
あ
る
◎か
㌧る
漢
然た
る
頻
由で
冒
任

を負
ら
必礫
は
な
い
◎し
か
し大
学
の
}

員
ピし
て
X掌
の
自
治乞
極
力
遷
聰せ
ね

ば
な
ら
ぬ
ζ考
え
き
た
.た
私な
目
つの

属
ず
る
年
部歎
捜
会
の決
職
匙、
た
ζい

私を
や
め
させ
る
も
の¢
も
無襖
で
8
な
一

い」
(昭
和
三
年囚
月
・
鰹大
新
聞
)〆京
　

大
塾芸

,九
。

}

再
騨
薦
の窟
が
窺
-
穴摯
の
臼湾
ガ
脅

る
ρ

公哩
条
例
廃
止期
成
同
盟
で
は
、
「月
四

日
まで
に讐
名
三
十
万
を
、
総
騨
では
三

万
を目
標
と
して
「戦
争
に
反
対し
、視
園

の
畠由
と
種
立を
守
る
た
めに
暑名
を
」

己最
後
の
遍
込み
を
開
始
しπ
。

こ
の暑
名
厚
は遜
払富

萎
樋
会
に握

出し
審
食
され
る
。
そ
のう
冬

十日

以内
に
市
韻
臼に
か
け
られ
る
こ
ピに

なり
、
三十
万
も
の
蟹
名が
幽
まれ

ぱ
、
そ
の
揖
効
の
判
定
が
ひ
欧
ど
り
、

}
十
日
以
内
と
い
う
限
b
れ
た
時
間
で

は
困
讐
視
ざ
れ
て
い
る
。

期
成
閲
胆
田
尉
融
揚
民
醸

規
定
に
よ

る

一
万
三
千
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
通

半
数
が
悪
法
に
反
対
し
て
い
る
こ
～
を

ガ
ず
た
め
、
三
十
万
ど
う
し
て

嚇
蜘
の

九
い
。
時
期
繭
に
も
璽
姿
な
令
の
た
、

ご
の
運
動
を
旭
し
て
民
続
の
混

ピ
し
て

の
組
滋
を
作
り
-
吉
田
内
閉
り
計
噛
ず

る
団
耀

菰

な
ど

の
醸

法

「國

(
た

い
。
高
山
市
艮
は
し
め
、

11
を

、
ノ

の
力
に
抗
ず
る
市
瀬
り
"

ー
・
～
り

辞
さ
な
い
。

京
大

で

は
十

万

京大
く
は
菰掌
部
臼
治会
本
部
とし
て
嵜

名廼
覇
薩
開
し
て
h
るが
、
学
」.・蠣

め
る讐
名
日標
十
万
乞目
擶
し
て、
同
好

た
め
、
.
十
七
年
曳
は
蕉
私
藺
問
を
δ
配

の
六
底
r
決
足
し
迄
。

(徹

h
賂
)

董

蔀
教
浸
薗
田
鵡
.旧
暖
蒔掌

部敦
N
岸
本戯

郎

交字
部
教
洩脚・

#
久2
助
朝
目
新
聞
X
本
祉
外轍

部
貫上
弔
王

京
麓

瓦蝸
滝

次
長犠

醒
ぺ脇

'叙
=L致
刃
球

人
U
雌

,
02f

照

近
代
國
家
論

河
上
さ
ん
、ヒ

味

噌

汁

全 三 巻 完 結
第
=蔀

自

(
一
)

月

【
↑
目
、
測
上
さ
ん
の
六
回
隠
が

近

づ
い
て
き
ん
。
日
底
の
侵
略
L
看
乙
あ

え
な

・
崩
壊
し
、
「わ
れ
あ
え
て
簸
明
の

近
き
ろ

蝿
Z

へ
澗
上

d
ん
か
う
た

っ

恥仮

'一の
驚
閃
が
ほ
ん
∴
に
き
㌔
よ

、
な

昭
印

十

一軍

月

r十
日
、
河
上
ざ
ん

は
栄
穆
失
調
」
、
そ
の
多
難
鳳
生
砕
≧

⊂

じ
た
の
し
あ
る
。

河
上
ざ
ん
、
と
い
・液

マ
ぐ
烹
川
し
路

汽
の
こ
乙
U
興
r
浮
.一
。
そ
の
自
叙
.属
に

は
い
た
る
と
ζ
ろ
に
汝
り
じ

・
h
か
で
.」

く
6
・

由し
ん
こ
を
28

,㌃
も
の
を
小
さ

く
せ
ん
べ
い
ほ
ど
り
柄
円
形
町
の
噸
、
赤

由

6
0
円
送
四
〇

近
代
国
家
と
政
冶
的
自
由

近
へ
国
寡
、-社
会
的
自
由

弟 一部

権 力

卿」部

機能

国
際社
憂
に
あ
け
る国
天
上権

国
家
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入
門
"
κ

碍
4
鱒か
精
に
硫
恥

☆大
特
典

講
祁
新
法
令
集
鉛哩

★国
際
法
編

薪
r瀞
け
平

緩

紹

堺
語
活

,膿

官新
商
法
賄
、噸喫
抵
墜
薪

し
一箸
唄.パ交
、恥項
索引
、鍋
文

兇
掛

附
ち

寅聾
験
腐

窪

鑛
属
h

贈
呈
搬

,

1
囎。驚

 

社

愼
重
に
な
つ
た
受
験
者

意
外
に
ふ
る
わ
ぬ
願
書
の
と
り
よ
せ

"

入
篤
牌
画
捜
務
課

プ

ー

.
r
り

一順
諮
り
貨
ド

.q
㌘

～
讐、、

ー
バ
メ

7
呪
∵

胸
讃

辰

・
奢
り
、
ρ
。

〔
々

}ソ交響

雛

留
∩)蓬

蔀

交法

の
な
か
取
部
弦
務
課
、
吉
田
、
字
沿
分

「
槻
刀
b
婚
相
当
歎
出
て
い
る
の
て
、
印
刷

し
κ

万
翫
の
ら
ち
、
獲

内
て
い
る
の
は

「わ
ず
か

rヌ
'⊃
れ
る
ひ
一

稟京 交京区
富坂 ・一の;'二

 

一
は
慶
験
喬
か
慣
聡
に
槌
民
て
い
る
く
と
が

一は
し

・こ

G窺
。
が
ウ
々
争

⊂
一
つ
,

般
難

室

濃

ξ

、駄
調
薫

り
、

7
か
ゼ
る。

獄
務
諜
ρは
「受験
書
が
自分
り
能
力

叡剛
二
動
心
を起
さ
な
くな
り
、
堅

寅
仙餌
同か
けられ
る
」
と舶
うて
い

50

茜貿ll臼と

驚
ロ へ 声 画

_」/!、メ ノ'一'ノ 血

ソ ヴ 呂 ト研 死 者 協 会 駅鏡朔

ソ
同
盟
酉
挙
界
の
簸
屑
業
績

ソ
同
盟
各
大
学

の
教
科
霞

ソ
岡
盟
糾掌
-
、ーデ
ー
印、字鋤
缶
の鰻
大

学
作
Gゴ
リか
り本
p々
、
弘刊
}只
こ
大

反
椿
を
76
、
ソ
回恥
の
殖、導的
麹
ぱ㌢
六
白

氏
に
よ
6
臼
間
り弓
駒会
て
よ
つ
デ
段
と

光
犯
し加
λた
。一亦
リン
・ヴ
ずク
」h教
字

の
話閣
題
」
に
公表
られ
九磯

の
全
誤
出下

赤
r
収
軸やOか
て
、・り。

梶
ぎ
3
印免
売

ー
.各
掻
五
〇
頁

丙
容
尻
本
ロユ

斜
=へ
O
円〒
三
〇

姦
骸蘇
男
監厳
麟
喬

ス
タ
ーリ
ン
の
労作
「マ
ルク
ス
主義
と
麗
晒

学
」
にお
け
る弁
証
砿的お
よ
ぴ
鐙的
艦
物
胸

マ
ル
ク

{
●
ニ
ン
ゲ
ル
ス

8
嶺
・
全
=
十
言
石
最
繕

群20

謬
掌

軌

判
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NEUKAGTH(MONDAY)(昭和21年8月6日扇3種一No.e3e

㎜11㎜剛㎜側謄㎜魯

(
1
)

鼎
の
賦
大
8
名
瞳
義

ζ
い

え
は
、
西
出
先
生
の
惣

二

住
〒

緊

」河
よ
先
生
の
酵
済

窪
.
蓼

原
論
か
あ
げ
り
れ
る
。

こ
の
ご
つ
の
醐
幽
を
聰

た
め
に
、
私

た
ち
は
朝
黛
前
に

「席
と
り
」
を
や
ら

ね
は
な
b
な
か

った
。
呵
宿
の
壇
中
0

交

醤
ぐ
、
雨

ひ
隆
つ
く
も
、
雪

び
つ
も

っ
で
い
で
も
、
彌
暗
い
校
門
盗
/
・、

,

て
躍
冠
に
か
け
つ
ぜ
⊃
。

'
つ
し
な

、

て
は
、
床
は
新
聞
砥
霊
ひ
い
て
膜
鉦
ト

ろ
さ
ね
は
な
ら
な
か

,
ら
か
ら
だ
。
掌

生
π
け
e
な

若
い
助
致
授

》
助
戸
た

ち
の
聴
濾
娠
多
く
、
留
学
前
の
蜷
川
先

生
も
て
の
中
の

「人
た

っ六
。

ー

む
つ
か
し
い
e
ず
ナ

と
述
壌
さ
れ
ご
い
カ
の
を
犠
奢
ノ
い

る
。

(
2
)

偶
然
こ
か
、
河
ヒ
先
強
も
西
出
タ
封

も
同
し
8

つ
に
い
つ
も
和
服
だ

っ
ア
。

㎜
吉
田
自相
の
よ
うに
臼
タビ
を
は
い
ζ

　
い
た
　

　

河
上
先生
は薗
脇
ノ
ル
のよ
h
e
あ

った
が、
黙
の
こも
つ
た低
い
口
謝ぐ

㎜
術
長
あ
る
抑
場
を⊃
け
て、
ノ
ー
ト

を観
み
、
時
孕々
板
にW
と
G
の
方穫

㎜
式
を醤
いて

騨明
す
る
。全
体
が
衡
め

㎜り
て
ぬ
ぽだ
の
にへ
　
ま
と
し
か
も　

　
濁
は平
易
で
あ
「た
。
tし
か
に独
褐

の
名調
手
だ
。当
時
私
凡ち
は
、
こ
の

河
上調
を
擁
ん
にマ
ネ
した
も
の
であ

る
。

(3
)

艇

貌
縫
螺

に
立

ほ
と
讐

嫉ど
姦

し

多
・多

ー舗
中
して
い
る
人と

は
とう
て
い
思い
も
⊃か
な
い
ほど
C

り
あ
っお

㎜

羨

は・
季

闇
参

だ
・

馴

た
が
、
当
時
隠
血
言
れ
た
田
團
先
生
の

言
●

邑
冒
●

一二7
●

庸=一
6

原
謝を
引用
し
て
比酸
貌
明
され
κ
こ

とが
あ
る
。
ての
時
、先
生
は、
最
初

に
つぎ
のよ
うな
て
いね
い
な
撤り
を

の
ぺた
。

1

い
衷は
も
り
こ
の掌
校
にお
ら

れ
な
い先
生
の説
を
引
用す
る
と

い
へこ
こは
非札
泥
ぐ唐
いま
ず

が
、私
の
讃
の特
伐を
は
っき
り

ざ
ぜ
0必
農
ヒ
やむ
を
λな
い
の

で
、～
曳に桝
用
さ
ぜ
て陶
/
こ

rに
しま
ず
。

扇
実
濁
我の
中
e、
他
の
学・偲の
説

乱
引
用
し批
判
し
たの
は
、
あ
」に
も

●

●●
●●●
■■
■●●
●●o
●●
●●■
●●
o●●●
●o
●

●

●

●

●

●

●

O

●

揃 上 先 生

思い出深い 『席取 り』
講壇の河上先生を偲んて

一憲崎島
o■■●●●●●●●●●●●○●●●●●●●■●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●o●o●●●●●●●●●●■●●●■亀

 

●

o●●
●●
●●●
●●
●●●
●■●
●■
●●●
●●●
●●
●

三
留
● 先

にも
、
}
の時

回
切
り
κ
,た。

そ
れだ
け
に
いま
も
印
象強
～
思
い出

さ
れる
。
当
時私
び聰
いで
い
た
ある

先
牛
は、
醜
義
りた
び
ご
Gに
河
上
先

些
を
ロ滴
ー
拶判
し
ー

と
いら
ムリ

も
誹
欝し
て
いた
。
てし
て洞
上
先
庄

が
老
のこ
ス
出
して
い
た
唯物
史
観
に

聞
す
る小
冊
チ
につ
い
て、
コ
一+銭

や
三
卜銭
の
バ
ノソ
レ
ン
トe
、
変転

極
りな
い
歴
史
缶解
明
Cき
る
はず
は

な
い」
な
とと
猷
倒
す
るの
だ
った
。

こ
の先
生
の教
室
に
おけ
る
態匿
と
は

全く
対
瞭
的
Cめ
った。

昌言6

■O=○

亀3讐○

1東西南北}

応
8
甥

定

▽内
容
は
諭交
●評論

小瞠
を
間わ
ず

▽享
数
千
五百
字
以内1

一器

●

萄
畿
言
茜
畢

募

嚢

美
の舞

・
ム
・
につ
い
く

そ
の甲
よ
り
三
篇
を
紙
上
に取
上
げ
まし

}多
欽の
投
幡が
答
せら
れ
たか
馬

院
。

i

-ー

l

L

心
に
訴
え
る
響
き
を

〃ク
サ
イ
もの
に
ブ
タを
ず
るな
〃
と
い

う
召
配
は▼
あ
まり
に倫
な
い
い廻
し
で

何
糞
の
エス
プ
リ
も
セン
ス
もあ
り
ま
せ

ん
が
為
し
かし
こ
れ
は全
ー
当
然の
どで

フタ
を
ず
るこ
と
は甲
ご
微
生物
の
発生

を
う
な
がし
「鰻
酵」
と
いう
化
掌
現象

を
起
し
て、
ど
つ
にも
や
り切
れ
ぬ
契気

と
と
も
に、
つ
い
に朽
ち
界て
る
科
学的

真
輿
を物
騨
り
ま
ず。

翼
の
激味
秘私
んち
黛薗
のル
ポ
は、

嚢

瞳
噂歩
圭
肘の
管
金濟
の
役目

を
果
して
下
さ
,た
ζいう
い
い
方も

で
きな
いこ
とは
ご
ざ
い漢
せ
ん
o愛

絞
心ま

と々
か為
債
る
削に
、
私
凡ち

は
こ
のル
ポ
τ
潟し
て
先生
方
と
と
も

に
、先
べ.正
当
な判
醍
反
省
乞下し

明
日
への
嵐
義
あ
る動
機と
し
て
M選

ぜ
ね
はな
ら
ぬ
こと
を
円わ
ぜ
凄
♂
・

し
か
し
この
ル
ポ
が
一見
して
イ
ζ
12

0
リ
ズ
ムを
感
じ
な
い配
d
の仕
方
て
あ

るこ
と
を歎
か
窪
る
を褐
漢せ
厚。

あ
る
嵐味
で
の
紛彊
と
椰
撤
はル
ポ
の
も

た
ら
ず
開味
、
関
心と
い
う線
か
つ押
し

て
当
然
とい
え
ま
しょ
hが、
い
嵐
少
し

競ス
プ
リの
あ
る耳
畢な
発幽
形
式
をみ

と
り下
され
ば
、
っ蕊
ら
ぬ皮
相
飽
な慨

慨
κ
けに
止
ま
らず
、
ま
たプ
ラ
ス
にも

マイ
ブ
スκ
も
な
らぬ
ビ
い,,嵐
解
を起

醐

寮

生

さ
せ
な
か
った
のご
は
な
いか
と
悪
われ

ま
ず
。

私
達が
い
い
た
いど
は
「巡
寮
を
止
め

て
ほし
い
」
とか
「門
限
をゆ
る
め
て

製

(4
)

㎜

喝5
髪

曾

よ
で
あ
⊃
た
。
も
h
ほ

1

一
学

～
ん
と
農

宴

休
み

㎜㎜

期

の

に
な
っ
て
い
㌔

し
か

M

9
勇
置

し
河
上
先
生
定
け
は
大

}

学
の
親
則
ど
お
り
、
い
つ
ま
ぐ
も
講
義

を
つ
堕
け

り
れ

O
。
て
の

凡
め
r
、
意

け
も
の
は
恐
慌
を
ざ
こ
し

石
論
風
昌

の
よ
つ
な
泉
都
を
、

い
つ
豪
ぐ
た

で

も
随
れ
る
こ
と
が
ぐ
3

姑
い
療＼

あ
い

変

り
ず
編
四朝
の

「
廉
川～
り
」
た
o
レ」
h

し
て
読
義
は
ど
ん
と
ん
匙
の
ら
れ
た
。

1㎜

と
こ
ろ
か
あ
る
日
、
讃
燭
6
は

しめ

ー㎜
「

6
前
に
、

洗
ぢ

は

必
舘
ー
想
隔
し
ょ

壁㎜
「

が

っ

㎜

ー

座
だ
縫
「
回
だ
け
躍
我
々
銭

.

㎜

て
凍
ず
が
、
じ
つ
よ
洲
里

へ
墓
6

1塑

に
ま
い
り
κ
い
～
檜
h
ま
す
の
し

㎜

は

ほ
は
た
勝
午

仕
申

-

済

の
よ

せ
ん
か
つ
ぎ
は
休
講

さ
ゴ

」
い

た

㎏
き
た
い
。
と
、
力
悪
し

つ

ず
お
順
い
し
戻
ず
。

河
L
北
産
ひ
休
講
さ
れ
た
の

堅

あ

と
に
も
先
に
も
こ
の

回
切
り
。
ヲ
告

は
も
ち
ろ
ん
、
で
の
日
に
な

.
で
ら
休

麹
の
通
知
を
出
さ
ず
だ
休
よ
れ

∂
先
q

-ー㎜

が
か
な
り
多
炉
っ
た
し
、
中
に
は
全
講

ー㎜

座
リ
ニ
分
の

一
も
出
で
こ
な
い
元
4
カ

ー㎜

あ
っ
た
の
こ
、
全

ー
対
臆
㈲
た

.
ア
。

"㎜

(
5
)

髄ー

河
」
先
虫
の
掌

岨
ー7
つ
い
て
は
、
お

る
い
は
い
う
ん
砿
郵
判
も
出

仏つ
か
、

こ
れ
ほ
ど

「
詞
城
」
を
尊
ん
た
数
師
は

他
に
例
を
知
っ
砿
い
。
六
し
が
r
大
下

一
辞
の
名
醐
桟
」
あ

っ
λ
ζ
唐
ハ
。
コ

時

「席
こ
り
」
に
悩
ま
さ
れ
た
哩
中
よ

∂
る

」
」
の
こ
と

も話
し
合
「
。

川
一

ー
い
＼
認
血
聴̀
いた
か
ア

教師
た
る
の
寅格
は
単
一噂掌
識
り設

さ
のみ
e
は
な
いー

ζいう
こ
び

明
かに
さ
れ
たよ
つに
思汽
。

だか
ら
⊆
『
洵
」
乳甘
び
強
制、⊂

れ
て畠
表
を
提出
さ
れ
たと
広
久
聞
い

た学
生
た
ち
は、
右
も左
もな
く先
竺

の私
宅
に
駆
け
つけ
、
玄関
先
に
出て

こ
られ
た
先
生の
慰
留
の塁

を
聞
い

てへ
思
わ
ず
ワ
ッと
男
泣し
た
の
であ

る
。(習

翻

粟京
奢
理

要
整
)

峯零
●

鋪繋
窟
韓
懸
暴雛
懸纏
饗

慧
難

.lllll闘ll肋巴1闘,II冒lll畳瞳U巳111唖llll騨15匿鯉渦1既1腸11撃田随

麗旧1川 旧III旧1川1腫 趾1「馴 川 ●1鱈鵬

〃

昭
和
廿
年
、
朝
解
は
日
本
の
穐
民
地

ヌ
り
解
攻
さ
れ
、

独
立
は
し
た
も
の
の

ニーr
八
鹿

肱
く
酌
北
こ
呵
断
ざ
れ

て
し
ま

っ
た
。
「}+
五
年
六
月

〃両
北
炉
統

"
の
た

め
に
〃
動
乱
"
が
開
燈
炉¢れ
、
国
連
節
、
中
パ
垣
の
カ

イ
入
の
た
め
に
朝
鮮
の
土
瑚
3
♂
ず
く

動
乱
の
修
羅

場

侶
し
、
い
漢
だ
に
無
気
味
な
砲
煽
省

総

'え
て
a

な

い
。

〃
出
入
国
魑
理
令
"
が
南
鮮
政
府
と

の
協

定

σ
、
阪
令
ピ
な

っ
た
の
よ
助
4

ー

月
、
勒
刮
ひ
九
け

新
附
の
民

な
わ
の頃
で
、
'の1
一行わ
れ
る
「強
制
塔
感
」は

り

在
留
鮮人
六
十
力
の嵯
叩ζ
出に
を
首味
し
よ
うと
し

て
い
る
のC
あ
ス
ら
か。
政府
筋
は
「不
法
入
国轟
を

取
締
るた
め
」
ビか
「国
縮
の明
らか
e
な
い
も
のを

取
砺
るた
め
」
～が
説
明
し,
い
る。
し
か
し
滋賀
兵

順
鯨下
な
と
ぐ
〃酬解
人腿
何事件
"
び
ヒ
〆
ピ
ノと

起
O
もの
の
裏
こ
σも
つ
躍̀
い
原因
が
あ
つ
ので
は

な
か
ろ
う
か
。

"の
悲
運

人
間
生
活
を
ふ
み
に
じ
る
「強
制
送
還
」

能

勢

克

男

.藩
鑓

慕

贈
茄
墾

ぐ
砺
ヘ
マ高
齪

金
を
捌む
か
で
.

オ

ノ
の
社

強
の
甲
e
、
さ
ま
ざ
ま
の
紘
き

申

地
位

¢
占
め
て

、
蟹
活

し
て

、る

」

一
・
老
知

て

い
る
。
こ

ど
に
、
山
廻
に
道

ー
ゆ
路
ひ
ひ
ら

01
れ
為

ダ
ム
が
俗
ら
れ
る
、

干
軸
工
礁
力
行
わ
わ
る
、
～
い
う
∂
6
な

(編
繁
d
)

[
ぐ
弧

ε馴川旧 閥1川■川1胴1川旧M塵 旧 附 響

レ

"
け
わ
は
以
b
な
い
。
裁
尉
官
は
普
想

 、
[て
も
わ
れ
わ
れ
はど
こ
、
も朝
鮮
の人
藪

陛
藪

融

垣

3
L隷

驚
。れ厚
塵
。。て
い
}

ー

ほ
」
大
き
い
の
こ
あ
る
。

「
ま
た
象

や
講

置
、
朝
鰐
空

ー
一
人
々
ま
曹
通
の
市
民

の
中
ご
特
別
な

明
風

変

.
た
地
位
を
》
民
ら
わ
て
い
る
。

イ
の

一

人
々
は
大
こ
い
可
つ
、
若
し

型

㎜矯
鎮
仮聾
銅
馨
輸塵 　

鍵
緬い箋
縫
麗
亘薩
認
箭
噸
譲

朝鞭

　

陣
力
面
の
織
物
、
築
物
産
塾
の
中

、、
∫

人

・
懲
役
一、
月
位
の
窃
盗
か
、
朝
靴
人
⊂

　

の
人
黍

覇

し
,」
い
る

L
・は

房

、遥

'ヨ
、
月
・.
た
は

年
位
渡

　
と

昌
鞠冒◆

呂一智
○

一墨雪
●

昌一一■

ほし
い
」
とか
「物
干
し
巨お
の
款
双

々
3
」
のご
と
き
ま
⇔で
女
工
さ
想

のよ
っな
ひし
が
れ
た
叫
ひぐ
は
な
い

わけ
で
す
。

あな
た
が
たが
真
に
若
い世
代
の
味万

で
ある
な
ら、
も
つ
と
大胆
に
急
所を

っ
き、
そ
しで
読
者
を
して
反
感
と
か

騒
雁の
念
Cお
お
わ
れ
てし
ま
フよう

な
も
の
で
な
く
心に
訴
へる
真難
な

響
を
聞
かせ
て
ほし
か
つた
と
思ひ

ます
と
まれ
ク
掌
穿
の甲
に
あ
の新
闇
を動
棲

と
して
私
に
ち帥薗
回
」
のた
め
い
かに

な
す
べき
か
?
を真
に
悩
み、
寮
、学
校

と
も
にま
ず
く
新
な
胎動
を
感
じ
るこ

と
は
弗常
に
嬉し
い
こ
と
に思
い
ます
。

そ
して
蔑
た
貴万
が
た
の
丙に
ひ
で
む好

罵
のま
な
ざ
しを
掌
園
暴
明
への
契
穏だ

つ
だと
酉
で
響
じ
る日
も近
い
こ
」」

し
よう
。
(轟
友
子
大
学掌
生
)

親

い

ち
メ
で
あ
や
し
颪
な
い
な

っ
わ
し
に

な

っ
こ
い
る
。
て
れ
は
ま
だ
h
」
。
、
よ

い
よ
諏
阿
の
同
映
営
渉
苔
う
け
で
」
ろ

同
し
こ
と
を
や
っ
ζ
も
朝
解
入
の
方
び
歩

が
わ
る
い
。

【/
ボ

ン
人
な
り
罰
金

力

か
し
は
し
は
ぴ
あ
る
。
法
り
削
一
ノ
導
ご

あ

っ
で
、
ノ
柚
、
構
穿
、
信
仰
ね

`
r

e

っ
,
俵
簾
ー
白
取
扱
に

ゆ
い
'

帯
矧
.
れ

よ

㌧
G
い
ろ
儲
法

の
俣
瞳
は
、
致

、
4
宮
の

は

暑
ろ ノi
け 証て

の
い 中△ る(干

o丈
、

▲;弾

明7
!

△ZA た

ぜ、
屈
押
ア

鞍
講
韓
　

 
甲=
暫。
役所
C
は
、
そ
の人
々
の本
姻
住所

を
詳
し
ー籍
ざ
上げ
る
が
、
若
い人
々
の

㎜
間
に
は、
も
《
本籍
の分
ら
砿
い人
が多

㎜
い
。「
鯛
鮮藤
尚
画
道
」峯
、"
「畢

㎜
不
辞
」で
あ
る
。

そ
れは
液
た
い
い。
何
か
の犯
罪
容凝

鱒
で
拘
留を
っけ
て
いる
時
、保
釈
の
瞭可

㎜
を
馨
る
の
に
対
しで㍉
ニ
ンポ
ノ人
に

○

一§印○

轟…
○

日ク
「だ
いた
い
男
と女
か
噌緒
に
な

れ
は
ど
ん
なこ
と
に
なる
ひは
つ
きり

わ
か
つ
て
いま
ず

」
叉
日
ク
「女

は
勇
と
殖
「本
ぐ
も
触れ
た
り
も
つ
て

れ
奪
お
し
漢
いで
あ
る

」
と。

これ
を
面
冨C
あ
る
と
して
も
っ
凌る
と

こ
うま
さ
に
こ
の世
界
は人
間
的悟
粗
も

向上
も
な
い
鬼畜
の
恒舞
だ
と
い
うこ
こ

にな
る
o男
女
相
亘の
罵り
合
いご
あ

る。
何
ζ擢
な
いこ
と
たう
り
か
。
理

茎また
親
心
がこ
ん
な
こ
とを
い
ろ
のた
。

し
か
し
、私
κ
ち
は
この
悦
界
に白
ん

で
い
る
。
現実
は
槍
厳
だが
そ
れほ
と
頼

}

日
冨
'」
(

い
ろ
こ

G
ひ
あ
∂
の
を
、
わ

れ
わ
れ
は
あ
ま
り
気
に
か
け
で
い
.
"、
。

一
け
れ
ど
も
宏

の
鼓

人
濯

関
暮

伎

一≡
O
O

昌
累71

解
は
、
そ
れ
が
ど
こ
、・
起
こ
ろ
ら
ど
、
3

こ
と
ん
な
に
い
ら
に
足
り
な

い
こ
と
C
も

ぼ
ん
や
り
し
て
い
ぐ
は
い
け
な
い
.
;
れ

は
い
つ
ぐ
も
原
則
陶
菰
意
味
と
も
つ
ノ

い

る
。
小
描
の

本
を
悪
魔

に
ま
か
せ
る
こ

と
は
、
や
び
て
か

っ
だ
全
体

κ
投
げ
ら
っ

て
し
召
う
こ
と
、
な
る
o

一フ

ポ

ン
に
任
旺
ず
る
朝
癬
入
、
ハ昂

人
1

こ
れ

っ
の
人
々
は
一
九
四
五
耳
漢

3
…
1

一一曹■甲6

一一一=
●

昌=

り
雇
い
も
の
く
は
な
い
。
男
女
間
の
新
し

い
倫
型

・
屡

は
決
し
で

て
ん
な
閉
己
れ

た
世
界
に
あ
る
の
ご
は
舐
く
、
も
っ
ノ
大

っ
か
に
開
か
れ
た
世
界
に
お
け
る
明
る
い

交
膝
の
中
に
掌
ぴ
と

b
れ
、

画
く
ま
れ

築

か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
6
。
暖
か
い
〃
親

心
"
を
こ
の
よ
う
な
自
由
の
世
界

に
お
い

ζ
見
出
し
た

い
の
か
篇
い
世
代
の
真
の
願

い
な
の
て
あ
る
。

馳
と
寮
の
あ
り
万
も
や
は
り
⊂
の
よ
う

な
自
由
の
基
盤
の
上
に
う
ち
t
て
ら
れ
な

け
れ
は
よ
り
砿
い
。
こ
の
よ
う
な
襲
づ
け

}

の
中
ど
、
彼
奪
の
特
殊
腔
に
応
じ
た
寮
生

「

ノ
ポ
ノ
人

「
ぐ
あ
り

「新
附
の

民
一
C
あ
り
、
そ
の

「
同
化
」
の
た
め
に

は
朋
副
の

ニ
ソ
ポ

ン
名
前
が
押
し
つ
け
っ

れ

}り
、
乃
収
入
燈

明
荷
大
饗

神
武

大
畢
よ
と
か
ま
つ
'⊃
れ
た
り
、
お
つ
ま
れ

に
り
し

κ
も
の
に
ー

」
つ
い
r
、
昨

九

ユ

年
十

月
い
b
い
、
出
入
国
管
理

苓

ζ
h

一
か
。
す

'わ
ち
、
と
れ
に
よ
れ
ば
、
特
く

曽

編

難

醜

談

籔

と
な
・て
い
る覇

鮮
へ・
い

らご
堂

ひ
た
めて
強
制送
還
ざ
れ、
ア
の
際財
産

ま
謎W
さ
れ
るお
でれ
か
あ
る、
ζしろ

のへ

に々
と
,て
喚
危
険
f
月な
も

の
ご
あ
曾

門
恕し
砿
けれ
ぱ
丈

ムhこ
ビは、

い
豪
ニ
ッ露
ノに
い
る
朝
餅の
人
寂ま
、

ウ
.々"化入
國看
た
～
い
うわ
け
r
T
よ

o
てれ
ば
かり
か
、
あ
り臓
争
甲
r馳

用
一よ
つ
て
ム
ー幽
11
に皇
27一
某
⊃れ

人
攻
㌦あ
り、
'っ
C
な
ーて
も
朝
鮮

が
ニ
ッ
ボ

ノ
の
縦
民
地
醐
61
エ
」
あ
つ
七

頃
に
、

ノ
オ
ノ
融

嫡、
臼
の
政
順
に

ち

て
～
り
ト
け
7」
d
、
r
田
地
田
林

叩
い

て
買
士
け

ラ
れ
た
り
、
た
著
か
た
h
低
賃

金
に
た
ま
り
か
ね
て
、
ニ
ッ
ボ

ノ
に
何
き

さ
え
ず
れ
ば
い
」
こ

ζ
か
あ
5
か
の
a
う

な
夢
き
抱
か
せ
ら
わ
、
誘
双
ざ
れ
六
人
々

な
の
㌧
あ
る
o
も
ち
ろ
ん
、

ニ
ン
ポ
!
は

てれ
ほ
ど
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
バ
は
よ
か
っ
し

か
、
と
も
か
ー、茜
労
し

L仔
み
」
い
た
入

々
で
あ
る
。

△

▲

△

戦
争
か
ず
〃
ぐ
み

Φ
戸
、
そ
の
入

々
に

こ
つ
で
後

ー
L
曳
出
一
×
ア
故
国
膝

八

b

i.__

1∂い
'だi

1ろ

⊃5-一

一ユ 、

か

、?

過
日の
菱

都
女
子大
の
ル
ポ
ルタ

 ー
ジ
晶を
よ
ん
で隔私
はも
は
やノ
ー
●コ

メ
ノト勇
晦
で
はい
ら
れな
く
な
っ
た・

勉
学
の、
そ
して
生
活
の
協こ
て違
え、

私
も
簡じ
、一人
の
酌嚢

寮
生
とし
て

感
ず
Oも
の
数
だ々
か
らで
あ
る
。C
教

青
理念
の
問
題
を甲
心
に少

竜々
見を
の

べ
さ
ぜて
い
た
じく
こ
と
」ず
O。

身
ざく

と
し℃
菌
木
剃陽
元
や
水を

曼
な
か
ぞ
曳
抽
もな
、、桔
聾

⇒
だ
ろう
。
水
・㌍気
が
あ
ろ
う
とも

陽
をさ
え
費
つた
⊃奇型
樹
に
な
O。

も
し
亡の
成
長を
頴
う
あま
り
若
芽を

引
傾は
し
、
思
いの
ま
」に
枝
を折
り

曲
けた
り
し
畝う
も
の
な
h縞
集
は明

白
で
あ
O。

入
掌式
の
榔
話、
あ
る
いは
モ
の
獄爵

方
針
・理
念
と
Lて
調
わ
れて
い
る
も
の

の
叩
から、
私
はこ
の
よ
りな
遜
醗の可

卜チベ ッ

 

の
チ

N
ジ

よ
う
ど
壌
制
し
し
ぐ
を
る

う
か
。

昨
年
r
月

中
共
甲
晶

'ア
'
ッ

の
ー
サ
一
入
城

し
,
マ
累
帰
、

ち
r
ヂ

ベ
ッ

の
眠
落

名
F
し

噂
。

か

♪

麿

め

わ
口
、

甲
共
ま
チ

ソ

圧
的
=
行
わ
,-
、
チ
ヘ
ヅ

騨
眼

め
内
部
ノ

3

L

年
ア
ー

朝
癬
舷
争

に
性
界
の
目
目

U
繁
め

」れ

'

い
念
間
に
、
中
共
口
.プ
一
ン
・
を
「
天
ま

r
掌
血
し
、
民
族
臼
土
匿
ル

レ
て
甲
共
の

゜
上
儲
F
に
ゐ

C
め
ン㌔

そ
し
ご
中
共
よ
、

ザ
/
ノ

解
放

κ
貯
坪
の
中
共
の
螢
大
の

掌
績

し
,
論
コ

い
る
、
中
共
解
放
後

ぱ

一
偽
と
の

の
ピ
ζ
7
ζ
っ
改
革
よ
急
激
こ

的
牧
改
革
に
の
り
マ
L
ん
。
軍
串
面
ご
よ
、
チ

＼
ッ

漸
遺
的
r
彷
わ
れ
て

、
る
よ
へ
た
。

・
軍
区
剤
令
剖
の
し
が
チ

ツ
ー
の
国
防
5

誓
に

人
に
対
し
、
共
産

モ
我
教
両
を
強

お
ざ
、
従
来
の
げ

、タ
k
嘱
ま
甲
共
甲
一
改
編
ε

人
か
次
第
ご
共
産
思
想

れ
、
甲
区
司
令
部
の
指
剛
π
乱
＼
れ

つ
れ

〕。

よ
た

革
命
化
ず
る
こ
と
を
期
待
し
て

イ
ノ
ド
国
塊
地
暢
に
単
恥
基
期
を
幽
診
L
へ
空
翰

臼

"
っ
ご
歓
爵
ま
、
噸
r
性
の
強
い
碍
少

'
活
発
化
す
べ
/
湖
頑
h
幻
用
L
'
氷
上
飛
行
幅

乞
像

し
,
回
げ
っ
れ
で

、
O
。
ユ
た
中
《
は
、

り
、
ラ
サ
て
の
他
奴
地
点
ぐ
陣
上
飛

何
場
の
履
設
こ

野
ジ
紳
」甕

る
。
と
い
う
の
は
、
自
由
レ
は
友
イ
ハ
イ

な
り
と
考
え
て
、
極
匿
に
自
由
を
お
そ
れ

て
い
る
よ
う
な
削
象
を
う
け
る
か
ら
だ
。

躍
任
を
と
も
な

っ
た
自
由
ほ
と
挺
し
ー
ま

た
尊
い
も
の
は
な
い
。
胃
任

♂
共
に
彼
女

縛
に
自
由
の
花
を
も
た
せ
て
よ
い
の
だ
。

γ」
の
ド」
・ζ
は
六
年
あ
ま
り
曲剛
の
賊
火
の
甲

か
ら
、
誰
し
も
が
掌
ひ
⊂
れ
る
は
♂
ど
ろ

う
。
こ
の
生
き
た
人
間
、
社
会
の
理
想
を

何
故
に
軟
脅
理
念
と
し
て
殖
由
し

杁う
と

ず
る
の
た
ろ
う

P
?

私
}ぽ

い
つ
か
友

,
学
」
'
ど
お

'し
ず
る

横
会
力
あ
っ
た
。
彼
女
蓮
の
臼
尊
の
悶
か

ら

「こ
れ
を

〃親

心
"

ぐ解
し

で
も
出

い
」
と
い
苓
考
そ
が
導
き
出
さ
れ
ヒ
診
、

一概
に
ご
ハ
勇
六
で

眺
い
の
マ
う
n
が
。

こ
、
C
ル
訳
の
男
女
分
鰹
の
填
7
例
を

こ

う

。

社
会
機
構
の
分
析

ニー 書 一◇一評ニー 司
1
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に
不
足

渉
み
出
た
ア
メ
リ
カ
的
合
理
主
義

河

堕

健

●

嵩=
○

昌
一吻
6

昌一7●

昌§

なこ
と
で
あ
る。
い
ま自
浦
禦
と
¢署
比

び≒
鋏
の
関係
上
諭
し隅
な
い
が鋤
後
に

つけ
く
わ
えた
い
。
この
κ
ぴ
のル
ポ
は

たし
か
に批
判的
な
田象
h
も
つて
い

　

い
る。
し
かし
た
んな
る
批
判
こし
て
考

え
⇔の
が妥
当
か
ど
つか
。
やは
り
こ
の

ルポ
は
「つの
「間魎
の
提
起」
だ
と
見

ね
は
な
bな
い
。
獄え
る
世
代と
教
え
り

れ
る
泄代
と
の
ギ
†
ソプ
の
間圏
」
あ

るo
鍵
幽を
よ
り楽
しく
明
るく
す
る
」κ

めに
は
、こ
れ
ら
の問
曜
ひ学
生
獄
撲
遼

の
闇
に
とり
よ
げ
られ
真
剣
に諭
縞
さ
れ

霧

婆

蓬

け
つこ
第

は
砿
。な
い
べ悉

塵

)

妥
協
や
逃
避
は
す
ま
い

奈
良峯
夫

まつ
読
ん
ぐ
あた
皮
に来
た
の
は、
他
所

旗ご
は
な
い、
私
κ
ち
のこ
と
な
のだ
と

いう
こ
とで
し
迄
。
変な
雌
帯
螂
り
んい

な
もの
が、
これ
C
は
いけ
な
いど
う
に

かし
な
け
れ
ば
ζい
う
意
識
こ
「稲
に

「な
つて
、
皿
く
の
し
か
、
つ
♂
き
訣
し

た
。も

ち
ス
んを
国
に
}
つし
か
な
い国
M

の
盆
裁
的女
チ
大
掌C
あ
る
私た
ち
の

学
槻
に
は、
仏
壇ほ
あ
り
ま
ぜん
6
け

れ
ど
YW
C
A
が
あり
へ
学
校か
ら
ポ

テ
ッ
ト器

び
わ
たさ
れ
る
とい
う
恥

巽
に
処
しで
「
民
王
識々
交
化研
究
会

K
価
催小晒

ま
㎎い
えり
て
こ
でず
ぺ
て
現輿
帽
は
変

一

学

生

が
調
師を
呼
し
研
究会
を
開
こう
ζず

ると
い
ろく

の横
-.リ
ひ
入
る、
全

く
同
しな
の
σ
ず
。演
劇
を
や
Oに
し

で
も
少女
歌
劇
で
な
げ
れ
は
いけ
な

い
、
通り
ぐ
口
をさ
か
わ
て
剃答
え
な

い
の
カ
イギ
リ
ス
のレ
デ
ィた
、
他
の

大
"
生㌔
呼
んで
も
男
匹
な
O
が故
、

禦
H
電れ
る
、
と
いう
い
う馬
麗
げ
た

鎖
乞た曲ヨ
曙
Oため
に
ぽ、
私
π
ち
は

不
価
を
ロぐ
つ
ふや
ー
だ
げC
杁い
の

で
し
dう
か
。「し、

圧
迫
を
圧迫
くし
て

羨

は・多あ
霧

馨

畷麓

じ。辮艶

説番
に
と
って
目
新
近
代
理
醐乞眉
建し
隣釈
し
た
も
の
あ

し
い
も
の
で
あ
ろ

る。

ち。
こ
の
事典
は
、

そ
れ
が
「人
間
糾
学
」
ζ題
さわ
る
所

人間
を
め

く
るず
ぺ

て
の周
面
-翼
境
●
以
は
、
単
に人
間
と
めく
る
種
々
の側
面

身体
・歴
史
・社
套

を説
明
ず
る
ほ
止
ま
っな
い
ご、
　十

・軽
済
・政治
・性

世紀
に
お
いて
複
雑
、OG深
さと
を
ま
ず

.論
理
.科学
.技
ま
ず
加
ヌて
き
た
色
肉の
専
門
科党
住人

循
.琵

.警

.
間
年
髪
ぎ

立
幾
b
塑
k

炉

のこ
と
戸
よ
♪r
4
目、
捗
循と
黎

機

弼か
人
間
を
ル人
間
化1
て
い
る状
噸
を

克
服
ず
る
糾掌
臼駅
め
d
、
」Lて
い
る

か
ら
で
あ
る。

「人
間
科掌
り
恥
典
」は
、
だ
か
っ黄
通

の
「常識
恥
黄
」で
ば
pムく
、

つ
の

方
向
性を
も
つ
た、
共
畑
の閤
題
衡
心

に
貫
かれ
左
轟
奥、」あ
る
。南

博
゜

大
久保
思
利
●圏兜
唆
開な
ど
の
主
と

9軍
させ
ら
れ
る
の
だ
と
愚
い
ます
。
ζ

う
した
他校
の
断
面
をみ
て
「
矛
贋
と

知
りつ
」も妥
協
し
あき
ら
め
かけ
て
い

た私
た
ち
はも
つ
と私
た
ち
の
鱒日
に
深

い
メス
を
入れ
な
け
れは
な
bな
いと
思

い
まず
。
しか
し
私
はバ
ス
ケ
ジト
を
ず

ると
き
あけ
ら
れ
る、
は
し
り
出
るよ
う

な、
冑
智
の思
曝
圧
し
ひ
しが
れ
か
け

てい
る
私
たち
の
碧さ
の
解
放を
み
る
の

ごず
◎
み
ん
な
笑
つ
て
い
る
走
つて
い

る。
思
を
切
ら
し
て「
こ
の
黙
晴
し
さ

を
、
生
活
のづ
べ
てに
み
なぎ
ら
し
た
ら

矛麿
も
不醐
も
す
べて
の
圧
遍に
戦
うこ

rが
C
き
のと
儲じ
ま
ず
。
も
つ決
して

理
怯
な灘

逃
艇
し
り
ごみ
は
す
ま

いと
こ
れを
読
ん
でこ
う
胸
の甲
に
囹
い

ま
し
た
.

ミ
ュ

「ケ
イ
ン
O
ノ諭
、
開
号
鹸
理
掌
b

上
コ
ノ
メ
ト
リ
ジ
ク
ス
、
プ
一多

マ
∫

イ
ズ
ム
、
あ
O
い
墜

3

ゼ
ー
報
'
只

景

士
碗

T
・
V
●
A
、
一
十
世
紀
二

術
な
ζ
-
軌
後
わ
れ
わ
れ
の
削
に
暇
冨

に
麗
開
さ
れ
た
学
問
、
文
化
の
概
相
が

手
ぎ
わ
よ
く
8
の
ら
れ
、
方
向
ず
け
ら

れ
て
い
る
。

各
部
門
の
翻
述
は
、
序
説
、
甲
璃
貝

小
墳
目
に
分
け
b
れ
、
丙
容
的
な
関
迎

に
し

た
び
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
た

め
、
通
読
に
も
便
利
て
あ
り
、
ま
た
面

白
い
。
詳
し
い
牽
引
は
部
内
間
、
頂
目

間
の
相
互
穆
照
に
大

い
に
役
立
'ノ
。
こ

の
辺
に
、
ア
メ
リ
カ
飽
合
理
主
a
か
顔

を
出
し
て
し
る
。

「
四
の
部
門
の
う
ち
、
観

〃で
面
白
」

・
て
ア
メ・
謬

薯

蓬

・
蓼

蓉

など
農
を
皇
鎗

憲

つ
た

の
は
鳥
元
来
わ
た
し
に
は
不
凝

丙
で
あ
る
身
体

(医
学
)

・
諭
瑚

●
科
掌

差
術
な
と
の
部
門
で
あ
っ
た
。
項
目
の
な

か
ご
は
、
納
神
身
体
医
掌
●
フ
ラ
グ
マ
テ

[イ
ズ
ム
隊
甑
墨
覗
●
科
学
餉
理
掌

●
諭
理
実

証
4
噌満
●
ハ
ー
バ
ー
ト

●
リ
ー
ド

・
映
画

い
人
々
の学
問
的関
心
と主
彊
が
、
こ
一だ
が
、他
方
、
人間
婁

●政
府
均衡

の
聾
躁の
轟
ず
けを
な
して
い
る
。
コ
理
齢
・階
級
的
人間
主
戯
・
世
押寮
教な

㌔
の
増
目
し
、
充
分

」
説
碍
的

な
い
か

ま
ア
は
同
意

kき
な

蓼

工
方
慰
立
コ

る

G
周

,た
。

τ
」の
簿

わ
韓

の
型
・急

い
多
・
の
門
題

ユ
礎
n
L
て
ー
る
。
'
の

ま
こ
の
翫
拠
に
蠣

⊃
れ
ご

、
る
声
メ

り

的
舷
π
化
や
掌
間
か
、
好
む

♂
辱
ま
炉
る

山
に
漕
か
わ

6
、
、
わ
れ
わ
れ
?
「
占
目
「

し
ご
ー

θ

ら
嗣
箕
に
の

外
入
る
わ
け

C
な

は
、
。
ア
メ
リ
カ
的
な
思
考
や
交
化

ユ
わ
れ
わ
れ
か
と

。㎡
価
ず
る
か
は
別
と

し
で
も
、

こ
の
亀
典
沸
て
れ
左
通
し
て
目

然
科
婚

撰

科
学
と
の
統

鴨を
指
回
し

で
h
る
企
図
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い

と
思
'
。

く
に
、

」れ
ぱ
ア
カ
デ
ミ
ー

の
溝
門
別

t
轟
び
科
摯
の
前
進

左
妨
げ
で

い
る
わ
ψ
園
の
現
溌
に

物

ノ
愈
切
C
あ

D
ot

区
し
雇
η
っ
、
こ
の
職
典
ρ
「社
会
」

の
問
願

り
正
当
に
解
け
て
い
る
か
ど
っ

か
は
疑
問
ご
あ
る
o
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
い

弓

「人
間
を
縛
り
つ
け
、
屈
服
さ
せ
」

'
い
5

「社
会
棲
榔
」
の
分
析
ま
、
本

贋
の

「人
間
科
学
的
」
な
立
樋
の
故
に

、
卜
充
分
な
頴

蓼
に
終

.で
い
る
。
人

闇
の
問
魍
は
、
比
誓

中
的
に
把
え
のつれ

I

l
l
●
O
O
●
1
ー

一一響一一一一●鵯葡一■一一一一一■富騨=}O一一一8

映
画
評

一一一一一=一=富
一一一甲一=一;
一=
一一3一,

平

和

を

克

ち

う

る

カ

ハ

ー
ガ
リ

ヤ
映
口

充

四
八
年
匿
作
畠

戦
争
ご
よ
っ
て
画
親
を
失
い
、
日

々
の

糧

仕
駅
め
て
あ
て

ζ
な

＼さ
凍
よ
い
歩

◇
櫓
潴欄
識

を
歓
学
▼
¥

畝
八
自
チμ
内

▼轡
」
匪名
可

生

協

へ

一
書

あ
る
友
人
か

「
西
部
食
靴
に
つ
い
で
、

ま
た

【
つ
不
愉
快
な
ご

ぐを
聞
い
た
。
フ

の
反
人
ひ
朝
力
時
輩
を
ほ
ん
の
少
し
如

っ

た
こ
ろ
も
う
食
券
}薩
惚
ほ
終

ぐ
い

」O

㌦

更
7
行
。
た
所
び
、
恐
ろ
し
い
ソ
ノ

ケ
ノ
ド

ノ
の
刃
い
りこ
面
～
b
っ
た
。
黛
か

に

、
一
F人
も
い
与」か
、
な
こ
レ
ス
時
間

外

⊂
あ
る
か
⊃
、
こ
ち
う
に
庫
み
翫
⊃
こ

くゆ
'
、
黙

コ

み
ム
d
6
や
～
食
募
を

買
,
}

」
し
弓
。
し
か
し
脇
る
に
L
デ
も

方
払

々
あ
る
甑
ず
ご
あ
∂
9

般
の
食
塾
ζ
ぱ
、
決
l
r

'
ノ
ホ
願

匿

」晃
ザ
な

、
C
あ
ろ
《
。

ノか
し
」
協

r
、
っ
ご
偽
、

イ
の
槌
鰐
や
、
日
嗣
4

一

臼
わ
ば
、

'

組

,自

の
レ
ー

㍗
ス

b
あ

'

o
c
～
り
な

も
の
ζ
あ
る
。

緑

か
〃
ず

従
喚
樋
の
甲
に
あ
る
樗
は
、
自

ら
か
組
'
塊

へ
の
塵
仕
嵩
e
あ
る
、
と
い

ろ
簡
触
た
串
3
に
、
あ
え
で
目
を
つ
σ
っ

て

い
っ
よ
弓
に
思
わ
れ

O
。
と
こ
ス
C
こ

の
よ

つ
な
こ
と
の
厚

は
、
や
は
り
奨

口

の
酔
部
に
あ
b
覧
ず
ご
あ
る
。

体
生
協

の
長

d●
々
、
寅
任
甫
吋
、
は

っき
り
し
て

、
よ
い
よ
う
ζ
屠
つ
が
、
こ
の
さ
の
絹
合

員

」
し
で
も
、
そ
れ
を
明

ホ
し
て

も
ろ
6

躬
要
か
あ

5
⊂
思
汽
が
と
ろ
ご
か
7
う

か
。

(
11
・
F
琶
)

ナ
チ
の凋
捜
に
与
え、
あ
ざ
むか
れ
た
ζ

知
って、
そ
の舅
を
射
殺
して
逃
亡
して

夫
た
女
も
いる
。彼
響
は
良
心を
捨
て去

って
飢
とし
の
蜜
敏
浪
し
つづ
け
る
。

ての
彼
響の
姿
は、
監
督
ゲ
ーザ
三ツ
ド

ヴ
ァ
ニ
イ
の残
皓な
ほ
ど
の
現実
頂
硯
に

よ
弓ご
冷皓
な
まで
に
讐

の生
む
悲
劇

を
赦
圧
く
れ
る.

薪

髪

ス
裏

と
・禽

い'

克
ち
偶
る
ア
め
に
団
紬
し
、
迫
署
を
耀
h

る
の
こ
は
な

し
て
敵
い
叛
く
山
饒
達
の

姿
は
、
我
々
の
し
の
底
に
あ
る
も
の
を
ゆ

り
り
'」
か
さ
ず
に
ば
お
カ
な
い
。

ハ
/
ガ
,
7
の

ジ
ャ
:
ナ
ーー
ス
ト
で

あ

r
た
ゲ
ー
ザ
●
ラ
ド
ヴ
ァ
ニ
イ
の
私
財

を
投
け

で
の
自
作
映
画
ご
あ
り
、
し

・
か
・ε
の映
画
は
決
・て
幾
る
一
いな
い・
し
か
し萎

な・
供
韓

瓢

へ
の
抗
琴

に
奪

は
h蓬

の雀

我
き

と
窒

葬

器

」,欝

叢

㌔
難

鷺

(臨

蝦
鋸

の名
画
一

悲
劇
の
ヱ
逮
む
、
軸
男
噸
れ
く
崩
蝦
の
f

に
生
活
ず
る
瀞
青
、
誘
こ
よ
つ
て

〃
臼
臼

⊂
は
闘
い
～
る
べ
き
も
の
た
"

教
至

.

れ
、
今
己
の
放
凛
の
へ
活
㌔
F
ご

Σ
、
彼

弩
を
抽覇

L
よ
つ

宇
⊃
ノ
ア
ノ
シ
フ

、

の
銭
覚

磯

『

最
革
〆ノ首

〃ク
ク

ノ
〃

の
尊

簸
レ
の
3
、
自
田
と
り
居

キ
児

ち
(
る
。

r
い
ら
の
か
こ
の
映
画
の

梗
讐

あ
る
・

[

蓬
謹
嗣
鎌
轡

度

な

.刀

ら

ズ

出
・

～

け

・
D

船
就
航
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受験に上盛
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★宿舎 のお世 話致 します

指定 旅 館"美 津 濃 、宿 泊 料
一 泊(三 食 付)430円

会 員420円

人数 二制限があめま動 らなるぺく予約舎「200
円程度)φ ニタて甲 く串込ノビ「下さ.'。超過し
た場合ま他び旅館を担話 します。(氏名・高校名・
志望字部・到葛及ひ帰郷予定日を明記するここ)

… ㊥ 騰 蕊 繍 会

 

'

608


